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① 3次元データを用いた構造物の出来形管理要領 制定 実施

② 設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案） 改定 活用

③ データ交換を目的としたパラメトリックモデルの考え方（素案） 改定 活用



第５回 BIM/CIM推進委員会
資料２-２ R3.3.2

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度
令和３年度
(予定）

○主要工種から順次、ＩＣＴの活用のための基準類を拡充。

ICT構造物工

ICT土工

ICT舗装工（平成29年度：アスファルト舗装、平成30年度コンクリート舗装）

ICT浚渫工（港湾）

ICT浚渫工（河川）

ICT地盤改良工（浅層・中層混合処理）

ICT付帯構造物設置工

ICT法面工（吹付工）

ICT地盤改良工（深層）

ICT法面工（吹付法枠工）

ICT舗装工（修繕工）

ICT基礎工・ブロック据付工
（港湾）

民間等の要望も踏まえ
更なる工種拡大

ICT路盤工

IＩＣＴ海上地盤改良工
（床掘工・置換工）

① ICT施工の拡大～3次元データを用いた構造物の出来形管理要領の制定
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工事の流れ

出来形
計測

検証点での精度確認 出来形管理
写真管理・品質管理

実地検査

○TSあるい

はＴＬＳに
よる出来
形計測

○要求精度は管理対象と
する規格値の1/3以下と
する。※１

＜出来形管理＞

○出来形管理項目・基準及
び規格値は従来と同じ。

○取得した点群から（ソフト
ウェア上で断面などを抽
出）1点あるいは2点を
ピックアップし、1点または
2点間距離を出来形寸法
として求める。※２

○算出結果を帳票に記載し
提出する。※３

＜写真管理＞

○構造物の計測時の状況を
1枚／工事撮影・納品す
る。※４

○多点計測群を用いて現
地ではなく、点群上で寸
法検査を実施。

従来と同様
の施工

※１：規格値は従来どおりであることから、要求精度は規格値の1/3以下（過年度のICTを用いた出来形管理の考え方を踏襲）とする。
TSの場合は、TS等光波方式（土工編）の出来形計測を満足する機器性能、精度管理を実施しｈたもの。

※２：点群以外に、TSにより出来形管理箇所を直接計測し1点の高さ、あるいは2点間距離も利用できる。

※３：出来形管理帳票様式は従来どおりとする。また、計測点群には計測箇所（どこを計測したかわかるようなビュー）を付与して納品
する（計測箇所の担保※を納品）。

規格値
要求精度
（案）

50mm 16mm

30mm 10mm

20mm 7mm

10mm 3mm

イメージ

本要領の適用範囲

① ＩＣＴを用いた構造物の出来形管理要領（橋脚・橋台編）の考え方
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資料２-２ R3.3.2

②使用する機械
・橋台、橋脚工においては、以下の出来形管理要領（案）で定める性能を有する計測技術を対象とする。

計測機器の性能を準用する
・ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理要領（土工編）（案）
・地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（土工編）（案）
・無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（土工編）（案）
・空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理要領（土工編）（案）

③対象となる作業の範囲
・本要領を適用する出来形管理の作業の範囲は、下図の実践部分とする。３次元計測技術を用いること
で、計測作業の効率化が期待できる他、高所での計測作業の省力化による作業の安全性向上も期待で
きる。

対象

工
事
受
注

施
工
計
画

施
工

出
来
形
計
測

完
成
検
査
準
備

完
成
検
査

引
渡
し

準備工
・工事測量・丁張り設置

準備工
・３次元計測技術の準備
・工事基準点の設置
・（３次元設計データの作成）

※空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理要領（土工編）（案）は起工測量および、構造物完成時の周
辺地形および構造物の出来形写真に利用することができる。

① ＩＣＴを用いた構造物の出来形管理要領（素案）の適用範囲
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野帳から出来形帳票

現行の出来形管理 本要領による出来形管理

計測
技術
（3D）

危険
多

準備
多

手間
少

危険
少

野帳から出来形帳票

手間
多

基準点の設置

計測箇所の位置出し

計測箇所の計測・記録

帳票への転記・作成

実地検査（現地）

基準点の設置

点群の計測

点群から出来形の抽
出（事務所）

実地検査（事務所）

① ＩＣＴを用いた構造物の出来形管理要領（素案）の計測手順

5



第５回 BIM/CIM推進委員会
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MAX：100mm未満

要求の点群密度
：1点以上/0.0025m2

グリッドサイズ100mm
（案）

グリッド内のデータを平均化

100mm

400点/m2の差を平均化

設計面

設計面の角度に合
わせた差分の計算

評価項目
寸法または位置ずれ評価
（設計面の法線方向）
面粗さの評価

• 点群データを用いた構造物の位置および出来形管理の試行案を策定し、Ｒ３年度に検証

現況地形 現況地形+設計面・モデル 施工後地形+設計面・モデル 出来形評価

① 【参考】面管理による構造物管理要領（試行案）の検討
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②設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）の改定

【⽬的】
設計業務において、発注者及び設計者を対象として、設計－施⼯間の情報連携を⽬的

とした４次元モデルの作成を指⽰する際の⼿引きとして取りまとめたものである。

4次元モデル イメージ図
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【改定の必要性】
4次元モデルの利活⽤場⾯は例⽰されているものの、具体的な4次元モデルの作成⽅法

や作成⼿順は⽰されていない。設計－施⼯間における4次元モデルの利活⽤を促進するた
め、情報連携の観点で検討すべき内容や留意事項等を追加する必要がある。

【改定⽅針】
「設計－施⼯間の情報連携を⽬的とした４次元モデルの考え⽅（たたかれ案）（第10

回活⽤促進WG 4Dガイドライン作成有志の会 作成）」を受け、改定⽅針は「新⼟⽊⼯
事積算⼤系（⼯期設定⽀援システム等）」と連携し、「設計段階における４次元モデルに
て表現する効果的な⼯種、条件等」を明⽰する。

②設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）の改定
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詳細設計業務

概略設計業務

発注者⽀援業務

⼯事

維持管理

調査・測量業務

施⼯者への設計意図等の伝達、関係者協議等の後⼯程での活⽤を想定し、
設計条件（前提とする施⼯条件等）や設計意図（周辺環境への影響、施
⼯時の留意点等）を反映した４次元モデルを作成

4次元モデルの情報を踏まえつつ、具体的な施⼯⽅法や詳細⼯程を検討
（4次元モデルの検討に基づく⼯期と契約⼯期に差異がある場合、発注者に確認を⾏う。）
この際、施⼯の効率化・⾼度化のため、施⼯者の任意で詳細に分割した4次元
モデル、実績⼯程を反映した4次元モデル等を作成・活⽤することが考えられる
※施⼯者が作成する４次元モデルについては、当⾯電⼦納品の対象外

数量総括表（⼯区分割等を反映したもの）を元に、⼯期設定⽀援システム
から標準的な⼯期を出⼒
詳細設計時から変更となった設計条件等を4次元モデルに反映

建設プロセス全体における４次元モデルの作成及び活⽤の流れ
詳細設計業務で作成された４次元モデルは、後⼯程において以下のように活⽤される。

「設計－施⼯間の情報連携を⽬的とした
４次元モデル活⽤の⼿引き（案）」の対象範囲

⼯事発注

設計者が作成

業務受注者が更新

発注者が活⽤

施⼯者が活⽤

※当⾯保留

4次元モデルの検討に基づく⼯期、⼯期設定⽀援システムから出⼒された⼯期
等を元に、適切な⼯期を設定。また、4次元モデルに⼊っている情報のうち、必
要なものは⼊札公告時において施⼯条件として明⽰

今年度検討部分

②設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）の改定
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設計段階における４次元モデルにて表現する効果的な⼯種、条件等の明⽰
３次元モデルに①設計段階にて検討された情報を可視化し、 ②新⼟⽊⼯事積算⼤系

における⼯事⼯種体系ツリーの各⼯種の⼯程情報を付与する。

（たたかれ案 p11）

（たたかれ案 p9）

①設計段階にて検討された情報例
・設計段階にて想定した施⼯時の留意点
・設計段階にて想定した標準的な施⼯⽅法
・完成形状にてなくなる付替道路等

の仮設構造物 etc…

②新⼟⽊⼯事積算⼤系における
⼯事⼯種体系ツリーの各⼯種の⼯程情報

②設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）の改定
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施⼯⼿順を⼯程情報として4次元モデルに付与すべき例（橋梁の例）
<複雑な条件>
1) トンネルからしか重機が搬⼊できない（現道が狭いため）
2) トンネルの近接箇所（明かり部）に橋台が施⼯される
3) 橋台の施⼯に伴い、再度、道路の切り回しが必要

⇒現道の切り回しを明⽰
⇒橋台を施⼯するための地盤改良を明⽰
⇒再度、現道の切り回しを明⽰

2) 橋台の施⼯に備え、
地盤改良を実施

3) 橋台の施⼯に備え、
再度、現道を切り回し

4) 橋台の施⼯

出典︓平成30年度 熊野道路北部トンネル詳細設計業務（中部地⽅整備局 紀勢国道事務所）を元に編集

⼯程情報と連動した4次元モデル

1) 重機の搬⼊経路確保のため、現道を切り回し

施⼯項⽬ 備考 開始⽇ 終了⽇
2
⽉

3
⽉

4
⽉

5
⽉

6
⽉

7
⽉

8
⽉ …

1) ⼯事⽤道路⼯
(⼯事⽤道路盛⼟,安定処理,…)

切り回し道路① 2020/02/01 2020/02/28

2) 締固め改良⼯
（サンドコンパクションパイル）

地盤改良_A1 2020/03/01 2020/04/30

3) ⼯事⽤道路⼯
(⼯事⽤道路盛⼟,安定処理,…)

切り回し道路② 2020/05/01 2020/05/31

4) 橋台躯体⼯
（基礎材,コンクリート,⾜場,…）

橋台躯体_A1 2020/06/01 2020/09/30

道路①

A1A1
道路①

道路②

②設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）の改定
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１

他の橋脚に⽐して⾼さがH=20m以上の
ため、転倒対策が必要であることを属性
情報を付与して可視化

3

H=25m

H=18m

H=15m
P1 P2

P3

【参考】施⼯時の留意点を３次元モデルとして可視化した例

<施⼯時の留意点の例>
1) 重機稼働範囲に⾼圧線があり、

橋脚の施⼯時に警戒が必要な場合
2) 橋脚の⾼さが他の橋脚に⽐して⾼く、

転倒対策が必要な場合

1) 重機稼働時の⾼圧線警戒範囲の可視化
（モデルでそのまま可視化するパターン）

左図の出典︓BIM/CIM活⽤ガイドライン（共通編）より抜粋

2) 安全対策を施すべき箇所の可視化
（属性情報に付与することで留意点を可視化するパターン）

右図の出典︓⼤阪湾岸道路⻄伸部六甲アイランド地区第五⾼架橋詳細設計
業務（近畿地⽅整備局 浪速国道事務所）のモデルを元に編集

※ 特定の施⼯⼯程に関する３次元モデルであって、その時点における
施⼯時の留意点等を属性情報として付与した例。 H＝20mを超えるベントを設置するため、転倒対策を施すこと

１

２

付与

②設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）の改定
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新⼟⽊⼯事積算⼤系における⼯事⼯種体系ツリーの
各⼯種（レベル3種別・レベル4細別）の⼯程情報

＜⼯期設定⽀援システムとの連携を想定＞
⼯種 計画開始⽇ 計画終了⽇ 2020年 2021年

作業⼟⼯（床堀） 2020/XX/XX 2020/XX/XX

既製杭⼯（鋼管杭） 2020/XX/XX 2020/XX/XX

橋脚躯体⼯
（T型橋脚 、鉄筋）

2020/XX/XX 2021/XX/XX

付与

（たたかれ案 p7）

新⼟⽊⼯事積算⼤系との連携
設計段階における４次元モデルの表現すべき施⼯ステップは、 新⼟⽊⼯事積算⼤系 に

おける⼯事⼯種体系ツリーの各⼯種の⼯程情報と同等の項⽬とし、⼯期設定⽀援システム
等との連携が円滑に実施できることを記載する。 （新⼟⽊⼯事積算⼤系と⼟⽊⼯事積算
基準書の⼯種がほぼ同等であるため、分割発注等の４次元モデルの修正が可能）。

※1http://www.nilim.go.jp/lab/pbg/theme/theme2/sekisan/images/kaisetu.pdf
※2https://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000041.html

※2

※1

【デジタルデータ】
⼯程の属性情報（CSV形式等）

※1

②設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）の改定

３次元モデル作成要領（案）
R3と連携予定（２⽉）
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【参考】設計変更および活用促進WGでの意見

活⽤促進WGでの意⾒（12/1）
• 4次元モデルの構成要素を、新⼟⽊⼯事積算⼤系における⼯事⼯種体系ツリー（レベル3種別・レ

ベル4細別）に分けると場所情報との関連がわからなくなる。

意⾒に対する⾒解
• 活⽤促進WGの意⾒のとおり、施⼯ステップを新⼟⽊⼯事積算⼤系における⼯事⼯種体系ツリー

（レベル3種別・レベル4細別）に分けると場所情報との関連がわからなくなる。
• また、施⼯ステップの作成⽬的は、設計意図を伝達することであるが、施⼯ステップの項⽬やモデルの

構成要素を新⼟⽊⼯事積算⼤系における⼯事⼯種体系ツリー（レベル3種別・レベル4細別）に
合わせると、本来伝達したい設計意図が伝わりにくくなる可能性があるため留意が必要。

対応（案）
• ⼯程情報の項⽬は、⼯事⼯種体系ツリー（レベル3種別・レベル４細別）を基本とするが、施⼯

ステップの⽬的である設計意図を伝達するため、場所情報との関連がわかる情報を付与する。
施⼯項⽬① 備考 開始⽇ 終了⽇

2
⽉

3
⽉

4
⽉

5
⽉

6
⽉

7
⽉

8
⽉ …

1) ⼯事⽤道路⼯
(⼯事⽤道路盛⼟,安定処理,…)

切り回し道路① 2020/02/01 2020/02/28

2) 締固め改良⼯
（サンドコンパクションパイル）

地盤改良_A1 2020/03/01 2020/04/30

3) ⼯事⽤道路⼯
(⼯事⽤道路盛⼟,安定処理,…)

切り回し道路② 2020/05/01 2020/05/31

4) 橋台躯体⼯
（基礎材,コンクリート,⾜場,…）

橋台躯体_A1 2020/06/01 2020/09/30 14
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資料２-２ R3.3.2

③データ交換を目的としたパラメトリックモデルの考え方（素案） の改定

【課題】
・詳細な３次元モデルを作成する際に⽣じる多⼤な作業コストが、BIM/CIMの導⼊を阻害
・複数のソフトウェアを横断的に⽤いて３次元モデルを作成する際、⼀部を変形しようとしても
ソフトウェア間の相性次第では、３次元モデル⾃体を⼤幅に作り直しとなる場合がある

【作業コストを省⼒化する⽅法】
様々なソフトウェア間でのデータ交換を⽬的として、

構造物毎のテンプレートと対応するパラメータの組み
合わせからなる「パラメトリックモデル」を検討した。
パラメトリックモデルに準拠した3次元データを作成

することで、データ交換の際に作成に⽤いたパラメータ
の設定⽅法の共通化が可能。また、複数のソフトウ
ェア間にてデータ交換を⾏っても、パラメトリックなモデ
ルとして受け渡すことが可能。

BIM/CIM の導⼊を促進するためには、ソフトウェア間のデータ連携を維持して３次元
モデルの品質を確保しつつ、作成に係る作業コストを省⼒化する必要がある

パラメトリックモデル作図イメージ

パラメトリックモデルが普及することで、3次元モデルの作成及び修正作業が簡略化されるた
め、作業時間の短縮や照査⽅法の簡略化（例︓機械的な⼨法照査）等の効果がある。

15
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パラメトリックモデル仕様の基本方針

１．対象構造物
・現場打ちのコンクリート構造物及び⼀部の規格品でないプレキャストコンクリート製品を対象

２．３次元モデルの特性に応じた仕様
・３次元モデルの特性に応じて、以下の２通りの仕様に分類

①形状指定型 ︓３次元⽴体形状を直接作成するパラメトリックモデル
②スイープ型 ︓２次元の断⾯形状と軌道にて作成するパラメトリックモデル

３．形状の規定
・形状を規定したテンプレートやパラメータ表を基に、パラメトリックモデルを作成
・モデル空間上にパラメトリックモデルを配置するための基準点位置を明確化

パラメトリックモデル作成⽅法の確⽴化のため、以下に⽰す６項⽬の基本⽅針を定めた。
また、参考事例として、パラメトリックモデル仕様の作成⼿順を本素案に記載することで、ソフ

トウェアベンダー等へのパラメトリックモデル作成を促進させる。

①形状指定型（橋台） ②スイープ型（L型擁壁）

16
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資料２-２ R3.3.2

パラメトリックモデル仕様の基本方針

４．設計との連携を考慮した汎⽤性
・パラメータは、設計条件にて設定される⼨法や構造計算・安定計算等にて算定された⼨法
・複数のパラメーターの組み合わせが考えられるが、構造計算ソフト等との連携を考慮
・汎⽤性を確保するため、「⼟⽊構造物標準設計図集」や「⼟⽊構造物設計ガイドライン ⼟⽊構造物
設計マニュアル（案）」の各⼯種における⼿引きに記載の⼨法を利⽤

５．必要最⼩限の設定パラメータ（モデル化の完全性）
・最⼩限のパラメータから完全なモデル作成を可能とし、過剰なパラメータによるパラメータ間の不都合が
⽣じさせない

６．既存システムとの親和性
・新たに専⽤ソフトウェアを構築せず、既存の３次元CADソフトウェアや構造計算ソフトウェアでの実装を
考慮して作成

B1=500 2,500

H
1
=
5
0
0

3,000

適切な例
（最小限のパラメータ）

不適切な例

H
=
3
,
5
0
0

B=3,000

(3,000-500)

(3,500-500)

B1=500 B2=2,400

H
1
=
5
0
0

H
2
=
3
,
0
0
0

H
=
3
,
5
0
0

B=3,000

B=3,000 ≠ B1+B2=2,900
となり、パラメーター間
の不整合が発生

パラメータより
自動で算定される

適切なパラメータ設定例
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■国内ソフトウェアのパラメトリックモデル作成機能の調査実施（５社回答）
＜専⾨設計ソフトウェア＞

・複数社にてパラメトリックモデル作成機能を保持と回答
・データ交換のためのパラメトリックモデル仕様への対応も可能
・国総研が作成したパラメトリック仕様と⽐べて、さらに多くのパラメータ設定が可能であり、
より詳細な形状までモデル化が可能

＜汎⽤3次元CADソフトウェア＞
・パラメトリックモデル作成は、使⽤ユーザーがソフトウェア機能を⽤いて、パラメトリック作成
ロジックの⼊⼒が必要 ⇒ ロジック次第でどのようなモデルも対応可能

・国総研が作成したパラメトリックモデル仕様により、ロジック作成が容易にできることが判明

①ソフトウェアの機能の調査

令和２年度におけるパラメトリックモデルに関する検討内容

【令和３年度の検討事項】
・ IFC形式によるデータ交換のためのパラメトリックモデル仕様の検討
・ ソフトウェアへの機能実装について検討、ソフトウェアベンダーとの意⾒交換会の実施

18
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令和２年度におけるパラメトリックモデルに関する検討内容

■複雑な構造物への対応
昨年度業界団体より要望のあった構造物を中⼼にテンプレートを追加
斜⾓のある橋台・橋脚、⾼さが変化する擁壁（逆T式、Ｌ型 等）

■対象部材の拡⼤
橋梁構造物を対象としたテンプレートの拡充（杭、⽀承、PC箱桁、床版）

②データ交換を⽬的としたパラメトリックモデルの考え⽅（素案）の改定

【令和３年度の検討事項】
・ パラメトリックモデルを交換し、後⼯程で3次元モデルを修正して利⽤するユースケースに

て、具体的にどういった場⾯、⼟⽊構造物で効果が⾼いのかを検討
（例︓予備設計⇒詳細設計、詳細設計⇒施⼯ 等）

・ 利⽤場⾯でニーズの⾼い⼟⽊構造物のパラメトリックモデル仕様の拡充
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BF2

H
F

BP1

H
P
1

H
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H
1
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B2 B1

H
1

H
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D

H
b

斜⾓のある橋台・橋脚 ⾼さが変化する擁壁
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令和２年度におけるパラメトリックモデルに関する検討内容

■IFC2x3の調査
構造物の断⾯形状を表現するクラス︓「IfcProfileResource」
パラメトリック断⾯を表現するクラス︓「IfcParameterizedProfileDef」
上記２つのクラスを⽤いることで、パラメトリックモデルのデータ表現が可能

・IFC2x3では、共通部材となる矩形、円形、パイプ、H形等の断⾯の規定のみ
・⼟⽊構造物が持つ固有の形状は、ユーザーが新たに定義する必要あり

※上記の事項はIFC4.3の場合においても基本的には同様

■パラメトリックモデル仕様の適⽤性検討
・IFCの拡張機能であるユーザーが定義可能なIFCプロパティセットで⼟⽊構造物のパラメ
トリックモデル仕様を定義する検討を実施

・IFCが対応できない形状の場合は、属性情報を拡張することで対応可能

③IFC形式でのパラメトリックモデル作成仕様の検討

【令和３年度の検討事項】
・ IFC4.3における⼟⽊構造物の対応状況の調査
・ ⼟⽊構造物に対応したIFC形式（IFC2×3、IFC4.3）でのパラメトリックなオブジェクト

をユーザー及びソフトウェアベンダーと連携して試作
20




